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あらまし モバイル情報通信環境の発達に伴い、一人一端末を利用する世の中になってきており、日常生活におけ

る様々な場面では、利用者への情報配信が可能となってきた。その一つとして、モバイル端末向けのレコメンド型

情報提供サービスが実施されている。しかし現状のサービスでは利用者の状況や嗜好を考慮しているが、興味・関

心は考慮していないという問題点がある。そこで、情報を提供した際の利用者の自然な反応には、その情報に対す

る興味・関心の度合いが反映されているという仮説を立て、興味・関心を観察・計測できれば個々の利用者にとっ

て満足度の高い情報を提供することができると考えた。本稿では、ウェアラブル端末において、個人の状況・嗜好

を考慮した控えめな情報を提示し、それに対する利用者の示す自然な反応を観察・計測することにより、興味・関

心をモデル化する手法を提案する。  
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Abstract  With the development of the mobile information and communication environment, the use rate of 
the mobile telephone suddenly rises, in the various scenes in the everyday life, information distribution to the 
user is enabled. By this report, I show the calm & modest information that considered the personal situation 
in a terminal and suggest technique to model interest because observation measures the natural reaction that 
the user for it shows. 
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1. はじめに  
近年、情報機器の小型化・軽量化に伴い、モバイル

端末といった携帯電話による情報の提供だけでなく、

身につけて利用するウェアラブル端末への情報提供が

なされている。ウェアラブル端末では、スマートフォ

ンやＨＭＤ(Head Mounted Display)が挙げられ、それ

らに搭載や装着したセンサデバイスにより、利用者に

大きな負担をかけずに時間や場所、状態といったＴ(時

間)、Ｐ(場所)、Ｏ(状態)の計測も可能になってきてい

る。また、テキスト情報だけでなく、画像や音声とい

った多くの情報を、時間や場所を気にせず得られるよ

うになったことから、多くの情報を得られる反面、不

要な情報を得ることも多くなっている。これにより、

端末利用者自身の特性を考慮した情報提供が社会的に

重要なニーズとなってきている。  
現在、私たちが日々過ごす中で、モバイル端末向け

の情報提供サービスが実施されている。例えば NTT ド
コモによるｉコンシェル [1]では、あらかじめサービス
を利用するにあたって、事前に利用者自身の生年月日

や住んでいる地域、趣味嗜好などを登録し、各企業の



 
  
 

 

基地局から配信する情報を選択し提供している。しか

し現状のサービスでは利用者のＴＰＯや趣味嗜好を考

慮しているが、個人の興味・関心は考慮していない。

個人のＴＰＯ、趣味嗜好、興味・関心を考慮すること

により、個々の利用者にとっての満足度の高い情報を

提供することができ、日々の生活がより豊かになると

考える。  
そこで本研究では、特に情報閲覧のための端末とし

てスマートフォンの日常生活の利用を想定しており、

ウェアラブル環境における利用者に刺激として控えめ

な情報を提示し、様々な状況からその利用者の自然な

反応を観察・計測することにより、興味・関心をモデ

ル化する手法を提案する。  
 

2. 利用者の興味・関心とは  
利用者にとっての満足度の高い情報とは、時間と場

所だけで決まるわけではない。現在位置や現在時刻以

外にも周りの騒がしさや明るさなど自分に関係のある

要素が大きく関わると考えられる。このような要素群

によって構成される自分と自分の周囲の状態を総称し

て「状況」と定義する。利用者にとって価値のある情

報提供を行うには状況と利用者の興味・関心を考慮に

入れる必要がある。例えば、ある利用者が 15:00 に後
楽園にいた場合、「目的地に向かう移動の途中」や「喫

茶店で休憩中」といった様々な状況が考えられる。上

記のそれぞれにおいて利用者は必要とする情報が違う

と考えられるため、位置情報と時間情報だけでは利用

者が必要とする情報を特定できない。このことから、

利用者の満足のいく情報を提供するためには「利用者

の状況と興味・関心」の推定が必要不可欠となる。こ

こで、利用者の興味・関心をサービスやシステムに活

用する場合、いくつかの限界を指摘することが出来る

[2]。  
（１）人間の興味というものは、システムに入力可能   

  な情報を利用して推論できるものであるのか。 
（２）情報推薦を受けている最中に人間の興味が変化  
   することがあるが、それにはどう対応するか。  
（３）複数の人間が相談しながら選択を行うような場   
      合にはどのようにユーザプロファイルを統合し   
      情報推薦を行えばよいのか。  
 上記３つの限界を踏まえ、本研究では興味・関心を  
その時点における人の興味・関心と定義し、状況によ

って変化し続けることを想定している。  
 

3. 本手法のアプローチ  
 提案する手法のアプローチとして、 3.1 で控えめな
情報提示、3.2 で間接的なインタラクション、3.3 で能
動的観測・受動的観測について述べ、興味・関心の測・

モデル化の説明をする。以下に、スマートフォン上に

個人の状況・嗜好を考慮した控えめな情報を提示し、

それに対する利用者の示す自然な反応を観察・計測す

ることにより、興味・関心をモデル化する手法の流れ

を示す。            

 
図１：控えめな情報提示と興味・関心の計測の流れ 

 

（１）利用者に控えめな提示で情報を提供。 

（２）情報を見た利用者の自然な反応を観察。 

（３）情報を見たかどうか、機器操作等の間接的なイ  

   ンタラクションによる興味・関心の計測。 

（４）計測した値を行動履歴に追加。 

（５）再度試行。 

本手法は（１）~（５）の一連の流れである「能動的

観測」を再度繰り返すことにより、利用者の興味・関

心の推測ができる。能動的観測は後で記述する。 

3.1. 控えめな情報提示  
 まず、個人の特性に合った推薦情報を提示するため

に、スマートフォンに搭載されている以下２つのセン

サを用いる。 

①ＧＰＳ(Global Positioning System)  

 ＧＰＳとは、現在地の緯度、経度を取得することが

でき、利用者の位置情報である現在値を取得するため

のセンサである。 

②加速度センサ 

 加速度センサでは、３軸の重力加速度の大きさ・振

動状態を測定することができ、利用者の「歩行、早歩

き、静止、座る」といった動作を測定する。 

 ①・②のセンサ値と時間データからに状況を推定す

る。例えばＧＰＳから「中央大学後楽園キャンパス」



 
  
 

 

という位置データを取得し、加速度センサから「歩行」

という行動の検出ができた場合、「移動中」といった状

況の推定をおこなう。 

 また、これらセンサ値、現在の時間データ、趣味嗜

好ＤＢと興味・関心ＤＢからのデータを元に、個人の

特性に合った推薦情報を提示する。 

 利用者に情報を提示する際、控えめな情報提示を目

指している。その理由として、ただ単に情報を提供す

れば良いというわけではなく、情報過多による利用者

への負担を感じさせないために控えめとする。控えめ

な情報提示とは、ＢＧＭ風な提示を指し利用者が自然

と情報を受け取ることが出来ると考える。  

3.2. 間接的なインタラクション  
 ＧＰＳと加速度センサを用いて状況を推定し、その

推定した状況と利用者の趣味嗜好、興味・関心に合っ

た情報を、前節で述べた控えめな情報提示で情報を提

供した際の利用者の自然な反応を観察する。利用者の

自然な反応を観察する方法として、間接的なインタラ

クションを行う。間接的なインタラクションを用いて  
（１）情報を見たかどうか。  
（２）その情報の見た度合い。  
（３）その情報から実際に行動に移したかどうか。  
を観察する。上記３つを観測する場合、（１）と（２）

はスマートフォンのＧＵＩである、チェックボタン、

ラジオボタン、シークバーやレーティングバーを用い

て計測し、利用者の興味・観測を数値化しようと考え

ている。また、（３）の場合は利用者本人の行動を観察

するため、ＧＰＳのセンサ値を計測しようと考えてい

る。  

 
図２：ＧＵＩのイメージ例 

 

3.3. 能動的観測・受動的観測  
 本手法は、モデルを構築する際に必要なデータ数が

足りない場合に行う手段であり、控えめな情報を提示

し、様々な状況からその利用者の自然な反応を観察す

ることを「能動的観測」と呼ぶ。この観測とは反対に、 

利用者に情報を提示し通常の反応を行動履歴としてデ

ータを取り貯める手法を「受動的観測」とする。受動

的観測では、ある地点での利用者の行動を取り溜める

だけなので、利用者に負担がかからないという特徴が

あるが、興味・関心を計測するためには、多くの情報

を集めなければいけないという欠点がある。また、能

動的観測は、利用者に情報を提示して得られる反応の

情報だけで興味・関心を計測することが出来るため、

少ないデータで推定が可能である。しかし、利用者の

反応を観測するため、消費者に負担がかかる事、与え

た情報に対してしか計測が出来ない事が欠点として挙

げられる。 

 

図３：能動的観測・受動的観測の比較 

 以上のように、能動的観測で利用者の興味・関心を

計測し、また受動的観測では行動履歴としての状況を

データとして取り貯めておき、これら２つの観測を用

いる事により、少ない経過時間で正確なモデルを構築

する。これより、利用者の特性に合った情報を提示す

ることが可能である。  
 

4. まとめと今後の展望  
 本稿では、ウェアラブル環境において、個人の状況・

嗜好を考慮した控えめな情報を提示し、それに対する

利用者の示す自然な反応を観察・計測することにより、

興味・関心をモデル化する手法を提案した。 

 今後の課題として、今回提案した手法の有効性の検

証が必要である。そのため、実際にスマートフォンに

情報を提示するシステムの実装と、そのプロトタイプ

システムでの評価実験の実施が挙げられる。実験の結

果より、利用者の興味・関心に合ったコンテンツの選

定が容易になり、さらに個人の嗜好・状況に合ったコ

ンテンツの推定も容易になる事が考えられる事から、

利用者に満足のいく情報配信サービスの提供にも繋げ



 
  
 

 

られる。  
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